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Abstract 
In recent years, English education in Japan has focused on the development of 

communicative competence and has sought to improve speaking skills. The act of 

“speaking” begins, as a prerequisite, with the pronunciation of words. Therefore, 

instruction in the production of words and sentences must also be required. 

However, there do not seem to be many classes on how to pronounce English 

or some pronunciation instruction courses for English teachers. Therefore, this 

study examines how to incorporate as much knowledge of phonetics as possible 

into pronunciation instruction. First, the description of phonetic instruction in the 

Courses of Study is explained. Next, the differences between English and Japanese 

in terms of phonetics are described. Finally, this paper discusses several points 

at which Japanese learners of English tend to make mistakes, focusing on sounds 

(vowels and consonants), accents, and rhythms.
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1. はじめに
近年の日本の英語教育では，コミュニケー
ション能力の育成に焦点が当てられ，スピーキ
ングの能力を向上させることが求められてい

る。「話す」という行為は前提として，単語を
発音することから始まる。したがって，単語や
文を発するための指導というものも本来であれ
ば求められなければならない。しかしながら，
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英語の発音の仕方を学ぶ授業や英語教員のため
の発音指導講習のようなものはそれほどないよ
うに思える。英語教員は発音についてどのよう
に指導すればいいのだろうか。
また，英語教職課程では，英語学の分野の中
に英語学概論や音声学関連の科目もあり，そこ
では英語の音声の仕組みについて学習すること
が含まれていなければならない。したがって，
教職課程履修者はそれについて学ぶことになっ
ている。
そこで，本稿では音声学の知識をできるだけ
多く指導に取り入れるにはどうすればよいかを
考えてみたい。以下，第 2節では学習指導要
領における音声指導の記述について説明する。
第 3節では音声面から見る英語と日本語の違
いを説明する。第 4節と第 5節では日本人英
語学習者（1）（特に，中学生・高校生）が間違え
やすい点などを，音（母音，子音），アクセン
ト，リズムに絞って議論してみたい。

2. 学習指導要領における音声指導
本節では，音声指導について学習指導要領に
どのように記載されているのかを紹介してみた
い。まず，『中学校学習指導要領（平成29年公
示）解説』の「第 2章 , 2内容 , （1）英語の特徴
やきまりに関する事項」の中に「音声」の説明
がある。そこには次のようにまとめられてい
る。各項目に簡単な例があれば，それを付け足
しておく（ここでは全ての例は引用しない）。

（1） ア 音声
（ア） 現代の標準的な発音
（イ） 語と語の連語による音の変化
There is an‿apple on the table.
（ウ） 語や句，文における基本的な強勢
・語における強勢
machíne  néwspàper  recórd（動詞） récord（名詞）
（エ） 文における基本的なイントネーション
・orを含む選択疑問文の例

Is this your book ↗ or hers ↘?
（オ） 文における基本的な区切り
（『中学校学習指導要領（平成29年公示）解説 
外国語編』の第 2章， 2内容，（1），pp. 30-32）

これらはそれほど複雑な事項ではない。実際の
コミュニケーションにおいて活用できる技能と
して挙げられ，生徒が授業中の言語活動によっ
て身につける音声面に関する技能である。
また，第 2章の「 3  指導計画の作成と内容
の取り扱い，（2）内容の取り扱い」にも音声に
関する記述はある。それは次のように記されて
いる。

（2） 
音声指導に当たっては，日本語との違いに留意
しながら，発音練習などを通して 2の（1）のア
に示す言語材料を継続して指導するとともに，
音声指導の補助として，必要に応じて発音表記
を用いて指導することもできることに留意する
こと。また，発音と綴つづりとを関連付けて指
導すること。
（『中学校学習指導要領（平成29年公示）解説 
外国語編』の第 2章， 3指導計画の作成と内
容の取り扱い，（2），p. 91）

（2）の中に，「日本語との違いに留意しながら」
という表現がある。これは英語と日本語の発音
の仕方が異なるのでその点を留意しながら指導
することを表している。また，発音表記につい
ても音声指導の補助として使用することもでき
ることがわかる。
次に高等学校の学習指導要領について説明し
てみよう。音声に関する記述に関しては，中学
校の学習指導要領と似たような記述は見られ
る。第 2部の第 3節の「英語科の目標」には
次のように記されている。
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（3）
英語の音声や語彙，表現，文法，言語の働きな
どの理解を深めるとともに，これらの知識を，
聞くこと，読むこと，話すこと，書くことによ
る実際のコミュニケーションにおいて，目的や
場面，状況などに応じて適切に活用できる技能
を身に付けるようにする。
（『高等学校学習指導要領（平成30年公示）解
説 外国語編』，第 2部，第 1章，第 3節，（1），
pp. 156-157）

この説明は前半の知識面と後半の技能面で構成
されているが，前半の知識面のところに音声の
理解を深めることが書かれている。つまり，音
声面の指導を行うことを示唆している。
そこで，英語の特徴やきまりに関する事項
の中に「音声」の説明については（1）で示し
た 5つの項目はなく，「（ア）語や句，文にお
ける強勢，（イ）文におけるイントネーショ
ン，（ウ）文における区切り」の 3つに留まっ
ている（『高等学校学習指導要領（平成30年公
示）解説 外国語編』，第 1部，第 2章，第 2
節，pp. 29-31）。また，音声指導の補助として
必要に応じて発音表記を用いることも説明され
ている（『高等学校学習指導要領（平成30年公
示）解説 外国語編』，第 1部，第 3章，第 2節，
p. 132）。
本節のまとめとしては，音声面の指導につい
ても学習指導要領には掲載されており，教員は
それを授業の中で取り扱わなければならないこ
とがわかる。しかしながら，具体的にどのよう
なことに注意して指導するのかについては記さ
れていないので，現場の教員が工夫をしてその
指導を行わなければならないこともわかる。

3. 音声面における日英語の違い
本節では，音声学的知見から日本語と英語の
音声に関する違いについて説明する。その違い
のせいで，日本人英語学習者が英語を発音する

ことが時に困難になっていることがある。教員
は本節で説明する事細かな内容や専門的内容を
生徒に教える必要はないが，教員側の知識とし
て知っておくべきことをまとめてみる。

3.1. 音節の仕組み
ここでは，英語と日本語で音節の構成の仕方
が異なっていることを説明する。一般に，音節
とは，人間がことばを話す時に 1つのまとま
りと認識している音声の単位のことである。例
えば，日本語の「猫（ねこ）」は /ne-ko/と発音
され，「ね（/ne/）」と「こ（/ko/）」の 2つの音
節から成っている。一方で，英語のcatは /ˈkæt/
と発音され，一つの音節からなっている（2）。
音節は基本的に母音を中心として構成される
が，その構成の仕方が英語と日本語では異なっ
ている。

（4） 日英語の音節の特徴
a. 日本語の音節構造…CV
b. 英語の音節構造…CVC
C=子音 （Consonant），V=母音 （Vowel）

日本語の音節は子音が母音の前に生起してお
り，母音（「ア」，「イ」，「ウ」，「エ」，「オ」）と
「ン」を除く全ての音が母音で終わる。（4a）が
示すように，母音で終わる音節のことを開節音
（open syllable）と呼ぶ。一方，英語の音節は，
上で挙げた /ˈkæt/が示すように，母音の前後
に子音が生起する。（4b）が示すように，子音
で終わる音節のことを閉音節（closed syllable）
と呼ぶ（3）。具体的に次の例を用いて説明してみ
よう。

（5） 英語　bag /ˈbæɡ/　日本語　バッグ  
日本人は「バッグ」というカタカナ表現には慣
れ親しんでいると思う。しかしながら，実際に
発音してみると，これらは異なっていることが
わかる。特に音節構造に注目して，最後のgと
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「グ」を比べてほしい。英語では母音は残って
いないが，日本語では「グ」は /gu/と発音され，
母音が残っている（「バッグゥ」のように「ウ」
の音が多少なりとも残る）。
もう一つ付け加えておきたいことは，（4）を
基に考えると，英語では子音が連続すること
があるが，日本語ではその可能性はほとんど
ない。

（6） strength /ˈstrɛŋkθ/

（6）が示すように，母音の前に子音が 3つ，後
にも 3つ連続していることがわかる。これを
発音する場合，「ストレングス （/sutoreŋgusu/」
のように，全ての子音の後に母音を入れてはな
らない。
このように，英語においては子音が連続する
ことも教員は意識しておかなければならない。
また，指導においては子音が連続する場合は，
子音と子音の間に母音を入れないように注意し
て発音練習をしなければならない（4）。

3.2. カタカナ英語
日本人英語学習者が英語を発音する時に生
じる問題の一つに，カタカナ英語（あるいは，
ジャパニーズ・イングリッシュ）と言われるも
のが大きな影響を及ぼしている（5）。カタカナ英
語の数を挙げるときりがないが，少なくとも
我々日本人は日常生活において，英語，もしく
はその他の外国語に由来する多くのカタカナを
ほぼ毎日使用している。

（7） 日常生活に見られるカタカナとその英語の
例
バッグ （bag），ボール （ball），コップ （cup），
モ ー ル （mall）， ボ ッ ク ス （box）， マ ス ク 
（mask），インターネット （internet），スキル 
（skill） など

日常の習慣から，（7）でリストアップしたよう
な語をカタカナとして発音する癖がついてお
り，それを英語で発音するときにどうしてもそ
れが混ざってしまう，あるいは，カタカナをそ
のまま発音している傾向にある。
筆者の見解としては，日本人英語学習者がカ
タカナ英語を使用することは避けては通れな
いので，カタカナではなく，できるだけ英語
の発音らしさに近づけなければならないと考
える（6）。また，授業中にカタカナ英語らしき発
音で英語を発する生徒が多いのは，発音の指導
が少ないからであると考える。それゆえ，英語
教員たる者は，音声の専門的知識を積極的に学
習し，生徒にとって苦痛とならないような音声
指導を考えて，行うことを心がけなければなら
ない。
続く第 4節から第 6節では音声学的な知識
を取り入れた音声の指導方法や要点を説明す
る。また，その内容は，英語教職課程における
音声面の指導とも深く関係しているため，英語
教職課程履修者にも参考になると思われる。

4. 子音と母音
本節では，日本人英語学習者，特に初中級者

（中学生や高校生）がよく間違える音やある音
とある音の区別などについて説明する。また，
これと並行して，指導上のポイントも述べてみ
たい。発音においては日本語のカタカナと発音
の似ているものもあり，また大きく異なるもの
もある。それゆえ，英語の発音の説明におい
ては，カタカナとの比較を用いることを断って
おく。

4.1. 子音
子音は一般的に①声の有無（有声か無声か），
②調音の位置（口腔のどの部分を使って調音
するか），③調音法（呼気の流れがどのように
妨げられるか）の 3つの基準によって分類さ
れる。
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ここでは，学習者が英語を発音していると
きによく間違える子音をいくつか取り上げる。
「よく間違える」とした理由はその音が日本語
訛りが感じられるような音を含んでいるからで
ある。以下，サブセクションのタイトルは発音
上ペアになるものとする。また，それぞれの音
と関連して注意すべきところがある場合は追加
して説明する。

4.1.1. /θ/と /ð/
/θ/（無声歯摩擦音）と /ð/（有声歯摩擦音）
の音は日本語にはない音である。まず，これら
2つの音の音声指導においては，舌先を上の
前歯の裏に軽く当てた状態で息を出し，後者は
声帯を振動させる（7）（竹林・清水・斎藤 （2013： 
34-35））。日本語話者はこれらを「サ行」や「ザ
行」で代用して発音する傾向がある。間違って
発音すると意味の異なる語を発音してしまうこ
とがあるので，正確に発音できるように指導し
たい。

（8） /θ/と /ð/に関する間違えペア
a. think /ˈθɪŋk/  sink /ˈsɪŋk/
b. path /ˈpæθ/  pass /ˈpæs /
c. breathe /ˈbriːð/  breeze /ˈbriːz /

例えば，正確に発音しないと，“Let’s think!”が
“Let’s sink!”や“Let’s シンク !”のように聞こえ
てしまう（8）。また，日本人は「サンキュウ」と
よく言う傾向にあるが，英語の世界ではやは
り“Thank you.”であり，thを発音する時の音の
出し方には気をつけるようにしなければなら
ない。

4.1.2. /f/と /v/
/f/（無声唇歯摩擦音）と / v/（有声唇歯摩擦音）
もまた日本語にはない音声である。発声につい
ては，調音器官の使い方は同じで，声帯を振動
させるかどうかである。音声指導においては，

上の前歯の先に下唇の内側を軽く当てて，両者
の間から息を出し，後者は声帯を振動させる
（竹林・清水・斎藤 （2013： 32-33））。また，/v/
の発音を練習する際には，ほんの少しだけゆっ
くりと長めに音を出すことを付け加えて，指導
するとよい。日本人英語学習者は /f/を日本語
の「フ」で代用し，/v/を別の子音 /b/（両唇をくっ
けて発音する）で代用する傾向がある。特に，
/v/に関しては誤って発音すると，意味の異な
る語になるので注意が必要である。

（9） /f/の例
five /ˈfaɪv/, fast /ˈfæst/, coffee /ˈkɔːfi/, 
surface /ˈsɝːfəs/など  
（10） /v/と /b/に関する間違えペア
a. vest /ˈvɛst/  best /ˈbɛst/
b. vote /ˈvoʊt/  boat /ˈboʊt/
c. very /ˈvɛri/  berry /ˈbɛri/

簡単な単語であるが，fiveは発音の練習には役
立つ語で，/f/と /v/が登場する。この語を発音
することで，無声音，有声音の区別をさせるこ
ともできる。
私の経験上，/f/の音はできても /v/の音がで
きない学習者が多いように思える。これはやは
り /b/の音で代用していることが多いことが考
えられる。そして，（11）や（12）がに示すよう
に，日本語の中に浸透しているカタカナ語も多
く存在しており，これがそのまま英語を使用す
るときも影響を受けていることが考えられる。

（11） 英語の綴りと発音がvのカタカナ語の例
a.「サンキューベリーマッチ !」
b.「寒いからベスト着て行ったら?」
（12） 英語の綴りと発音がbのカタカナ語の例
a.「これが彼のベストセラー作品ですね」
b.「10分後にベル鳴らして」

日本語では「べ」を使い分けしないため，英語
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の発音の際に /v/と /b/を使い分けることも慣れ
ていないのである。
最後に，少し余談になるが，日本人英語学習
者は日本語を話す時に，「フ（/ɸu/）」を間違っ
て /f/とは発音しない。英語の /f/の発音を上手
にできる人でも日本語を話す時には /f/とは言
わず，「フ（/ɸu/）」と発音する。例えば，「ふ
とんで寝た」を「/f/とんで寝た」とは言わない。
これは言語習得の過程と何かが関係しているの
かもしれないが，筆者にとっては興味深い。

4.1.3. /ʃ/と /ʒ/
/ʃ/（無声硬口蓋歯茎摩擦音）と /ʒ/（有声硬
口蓋歯茎摩擦音）はそれぞれ日本語の「シ」と
「ジ」に似ている音で，日本人英語学習者は発
音する際にはそれほど苦にはなっていないよう
に思える音である。しかし，/ʃ/は /s/との区別
において注意しなければならない音である。こ
れについては後述する。まず，音声指導につい
てはやや複雑である。/ʃ/は舌端が歯茎の後部へ，
前舌面は硬口蓋へ向かって近づき，同時に舌全
体も盛り上がるようにする。舌と硬口蓋の間の
すき間から呼気を出し，前歯に当たるように
「シュー」という音を出し，声帯は振動させな
い。また，日本語の「シ」の子音に近いが，/ʃ/
は唇を丸めて突き出して発音する（竹林・清水・
斎藤 （2013： 40））。一方で，/ʒ/は声帯を振動
させる。

（13） /ʃ/の例
sheep /ˈʃiːp/, show /ˈʃoʊ/, special /spɛʃəl/, 
cash /ˈkæʃ/など
（14） /ʒ/の例
television /ˈtɛləˌvɪʒən/, measure /ˈmɛʒɚ/, 
garage /ɡɚˈrɑːʒ/など

日本人英語学習者にとってはこれら 2つの発
音は日本語の音に近い部分もあるので練習すれ
ば，習得は比較的簡単で，英語らしく発音でき

るようになる。
ここでもう一つ述べておきたいことは /ʃ/と /

s/の区別である。こちらの方が日本人学習者に
とっては発音が困難となると思われる。このこ
とについて，竹林・清水・斎藤 （2013： 36）は
次のように説明している。

（15）
日本語の「サ行」のうち，「サ」，「ス」，「セ」，
「ソ」の子音の発音は英語の /s/に近い。しかし，
「シ」の子音は英語の /s/ではなく，むしろ /ʃ/に
近い。
 （竹林・清水・斎藤 （2013： 36））

（15）はサ行でもその子音には 2種類あり，そ
れらを区別することが必要であることを意味し
ている。英語の発音においては，/s/を /ʃ/で発
音してしまうと，意味が大きく異なる語になっ
てしまうので注意が必要である。（16）を見て
みよう。

（16） /ʃ/と /s/に関する間違えペア
a. sheet /ˈʃiːt/  seat /ˈsiːt/
b. shelf /ˈʃɛlf/  self /ˈsɛlf/
c. ship /ˈʃɪp/  sip /ˈsɪp/

また，指導において役立つもう一つの情報は，
文字を手がかりに発音する際に，綴りで shと
なるものは /ʃ/と発音するということである（9）。

4.1.4. /l/と /r/  
日本人英語学習者にとって /l/と /r/の発音の
仕方が難しいこと，また，それは音声指導にお
いてもよく特集されているトピックであること
はよく知られている（10）。/l/と /r/は，/f/と /v/の
ような英語の子音の分類上ペアをなさないが，
ここではあえて /l/と /r/を並記することにする。
音声指導においては，/l/（有声歯茎側音）は
舌先を歯茎の中央につけて閉鎖をつくるが，舌
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の両側または片側を開いていて，呼気はそこか
ら流出し，声帯を振動させる（竹林・清水・斎
藤 （2013： 54））（11）。舌先を歯茎に当てたまま，
「ウー」と言う。一方，/r/（有声後部歯茎接近音）
は舌と後部歯茎を接近させ（舌先を反らせるこ
とで，舌先と上あごの後部歯茎あたりを接近さ
せ），声が出る通路を狭くし，舌と後部歯茎の
間から「ウー」と言う。この際，声帯を振動さ
せる（12）。このように，説明は複雑だが，日本
人学習者に教える際に強調しておいきたいこと
は，/r/の発音では舌先はどこにもつかないこ
とである。
日本人英語学習者は正確な /l/と /r/の発音を
することを苦手としている。これは /l/と /r/は
日本語のラ行の音とは異なっているからであ
る。これらは似ているが異なっていることを教
えなければならない。/l/については，日本語
のラ行よりも舌先を歯茎にしっかりと，ギリギ
リまでくっつけているイメージを持たせる。一
方，/r/については，舌が完全にくっつかない
（ラ行は舌が完全にくっつく）。そして，/l/と /
r/の音を誤って発音してしまうと，意味の異な
る語になるので注意が必要である。

（17） /l/と /r/に関する間違えペア
a. lead /ˈliːd/  read /ˈriːd/
b. lock /ˈlɑːk/  rock /ˈrɑːk/
c. alive /ə̍ laɪv/  arrive /ɚˈraɪv/
d. long /ˈlɔːŋ/  wrong /ˈrɔːŋ/

（17）では，短い単語を紹介しているが，この
ような日常生活でよく使用される語でも正確に
発音できるように指導したい。

4.2. 母音
母音は一般的に①前後関係（舌のどの部分が
最も高くなるのか），②高低（舌がどの高さま
で上がるか），③唇の形（唇が丸いか丸くない
か）の 3つの基準で分類される。注意すべきこ

とは，日本語の母音と英語の母音の発音の仕方
は異なっていることである。指導においては，
学習者にはまずこのことを意識させなければな
らない。例えば，日本語の「ア」に聞こえる似
たような音は /ɑ/, /æ/, /ʌ/, /ə/がある。これらの
4つの英語の母音は「ア」と同じように発音し
てはいけない。本節では，日本語と英語の母音
を照らし合わせて，指導上注意すべき点に絞っ
て，説明してみたい。

4.2.1. /ɑ/, /æ/, /ʌ/, /ə/
これら 4つの音は日本語の「ア」と同じでは
ないため，やはり発音の指導においては細心の
注意が必要である。以下，それぞれの音につい
て簡単に指導上の注意点をまとめてみる。

/ɑ/（後舌・低・非円唇）は日本語の「ア」
よりも舌の位置が後ろよりで口の開きも大き
く，やや暗く重い印象の音である（竹林・清水・
斎藤 （2013： 75））。音声指導においては，唇を
左右に開かずに，日本語の「ア」よりも口を大
きく開け，喉の奥の方から「ア」と発音する。

（18） /ɑ/の単語例
box /ˈbɑːks/, hot /ˈhɑːt/, rock /ˈrɑːk/ など

また，綴としてはoにこの発音が当てれれてい
ることが多い。さらに，wantやwhatのように
w（h）の後にくる aや，qualityやquantityのよ
うにquの後にくる aは /ɑ/の発音になることも
知識として知っておくとよい（13）。

/æ/（前舌・低・非円唇）はこの記号が示す
ように，aと eが繋がっている，あるいは，混
ざっているような音である。音声指導において
は，「エ」と「ア」の音の中間であるため，口
を横に広めに開けて，「エ」の口をして「ア」
の音を出し，若干長く発音する（長母音ではな
いが）ことをイメージさせたい。cat/ˈkæt/は，
気持ち /æ/を伸ばして，「キャート」のように発
音させる。
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（19） /æ/の単語例
apple /ˈæpəl/, cap /ˈkæp/, happy /ˈhæpi/ など

英語の発音においては，/æ/を /ɛ/で発音してし
まうと，意味が大きく異なる語になってしまう
ので注意が必要である。

（20） /æ/を /ɛ/に関する間違えペア
a. sand /ˈsænd/  send /ˈsɛnd/
b. bag /ˈbæɡ/  beg /ˈbɛɡ/
c. gass /ˈɡæs/  guess /ˈɡɛs/

また，比較しながら，発音させることで両者の
音の違いを認識させることもできるので，練習
にも使用できるペアである。連続してペアで発
音すると，/ɛ/の音の方がは短く切って発音さ
れることもわかる。

/ʌ/（後舌・中低・非円唇）は「ア」と「オ」
の中間的な感じだが，「ア」よりも舌の位置が
高めで後ろ寄りなので，口をあまり開かずにや
や奥の方で「ア」と言うつもりで発音する（竹
林・清水・斎藤 （2013： 76））。音声指導におい
ては，前文の説明に加え，短く音を出すこと
を心がけるように指導するとよい（大袈裟に
「アッ」くらいの方がよい）。

（21） /ʌ/の単語例
rub /ˈrʌb/, hut /ˈhʌt/, dull /ˈdʌl/, wonder /ˈwʌndɚ/ 
など

日本人英語学習者にとって，この音の発音をす
ることはそれほど難しくないように思えるが，
学習において困難なことは，この発音記号（/
ʌ/）が一体何を表しているのかわからないこと
である。これは視覚的にこの記号を見せつつ，
発音練習を繰り返すしかない。

/ə/（中舌・中低・非円唇）はあいまい母音と
言われ，専門用語では“schwa （シュワ）”とも
呼ばれる。音声指導においては，「ア」の音の

準備をするが，「ア」ほど口は開けず，狭く開
け，舌を脱力させて，「ウ」の音をやる気がな
いように出すとよい。発音の仕方も重要だか，
もっと重要なことは，［ə］にはアクセントが置
かれないことである。それゆえ，強く発音しな
いのである。

（20） /ə/の単語例
about / əˈbaʊt/, sofa /ˈsoʊfə/, suppose /səˈpoʊz/ 
など

/ʌ/と同様に，この /ə/の発音の習得が困難なの
は，/ə/の発音記号が読めなくて，文字と音と
が結びつかないことである。したがって，この
音に関しても一度は視覚的にこの記号を示した
上で，発音の練習をすることが重要になる。

4.2.2. /ɪ/と /iː/
［ː］は長音を表す記号である。/ɪ/と /iː/はそ
れぞれ短母音と長母音であるが，［iː］の音は ［ɪ］
を単純に伸ばした音ではない。これらを発音す
る際には，口の開き方や舌の位置が異なってい
るので注意が必要である。
まず，/ɪ/（前舌中央より・高・非円唇）は日
本語の「イ」と比べてずっとゆるんだ感じの音
で，「イ」と「エ」の中間にあるため，日本人
の耳には「エ」のように聞こえてしまい，six
を sex，pitをpetと聞き間違えることがある（竹
林・清水・斎藤 （2013： 72））。音声指導におい
ては，「イ」の音とは違うことを意識しつつ，
「イ」よりも舌の位置を若干低くし，「イ」と
「エ」の中間の音を意識しながら，「エ」の口を
して「イ」と発音する。

（21） /ɪ/の単語例
hit /ˈhɪt/, fill /ˈfɪl/, pick /ˈpɪk/, bit /ˈbɪt/, live /ˈlɪv/
など

また，［ɪ］をマスターできていない学習者はfill
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が fell，bitがbetに聞こえることがあり，意味
の取り違えを起こしてしまうことがある。
次に，/iː/（前舌・高・非円唇）は /ɪ/と比べ
ると日本語の「イ」に近い音で，「イー」と大
体同じでよいが，唇はもっと横に引く（竹林・
清水・斎藤 （2013： 80））。音声指導においては，
唇を強く横に引いて，「イー」でよいが，その
際に舌の位置が /ɪ/の舌の位置よりも前寄りで
高い位置にあることを意識させるとよい。

（22） /iː/の単語例
feel /ˈfiːl/, seat /ˈsiːt/, leave /ˈliːv/, sleep /ˈsliːp/な
ど

この 2つの音はペアで発音練習させてると効
果的である。その際，舌の位置と唇の横への
引っ張りを意識させるとよい。初歩的なミスで
は liveと leave，sitと seatを間違えることもある。

4.2.3. /ʊ/と /uː/
このペアもまた /ɪ/と /iː/のペアと同じように，
単純に音の長さだけの問題ではない。そして，
日本語の「ウ」とも異なる音の性質を持って
いる。
まず，/ʊ/（後舌・中高・円唇）はゆるんだ
感じの母音で，弱い唇の丸めを伴っている（竹
林・清水・斎藤 （2013： 78））。音声指導におい
ては，唇を弱く丸めて少し突き出すようにし，
「オ」の音（もしくは，「ウ」と「オ」の間の
音）をやや曖昧に出すとよい。また，日本語の
「オ」は唇を丸めて音を出すため，日本人学習
者には /ʊ/の音が「オ」に聞こえる（響として
は「オ」に近い）ことがあるので注意が必要で
ある。

（23） /ʊ/の単語例
book /ˈbʊk/, put /ˈpʊt/, full /ˈfʊl/, could /ˈkʊd/ な
ど

次に，/uː/（後舌・高・円唇）は英語の母
音の中で最も唇の丸めが強く，響きは重く暗
い（竹林・清水・斎藤 （2013： 85））。音声指導
としては，意識して，唇を丸めて前に突き出
すようにして，開口部を小さくし，日本語の
「ウー」を発音する。/ʊ/とは全く違うことも意
識させたい。

（24） /uː/の単語例
pool /ˈpuːl/, fool /ˈfuːl/, food /ˈfuːd/, proof /
ˈpruːf/ 
など

これら 2つの音も短母音と長母音のペアで
練習させるとよい。特にこのペアに関しては他
の母音と違って，唇を丸めて音を出すことを
しっかしと意識させたい。

4.2.4. /ɑɚ/と /ɚː/（14） 
これら 2つの音は複雑で，正確な発音方法
を身につけることと正確に音を聞き分けること
が重要になる。日本人英語学習者が苦手とする
音のペアである。
まず，/ɑɚ/は /ɑ/に軽く /ɚ/を添える。「アァ」
のように聞こえるが，出発点の母音は「ア」よ
りも口の開きが大きく，舌も後ろ寄りなので
暗い印象がある（竹林・清水・斎藤 （2013： 
99））。音声指導においては，日本語の「ア」
よりも縦に口を大きく開け，喉の奥の方から
「アー」と長めに発音し，つづけて /r/は，舌を
上アゴに触れない様に奥に丸めて，付け足す様
に発音する。慣れるまでは，ゆっくりと音を出
すことをアドバイスするとよい。

（25） /ɑɚ/の単語例
car /ˈkɑɚ/, star /ˈstɑɚ/, arm /ˈɑɚm/, March /
ˈmɑɚtʃ/など
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次に，/ɚː/はアメリカ英語特有の母音で，し
ばしば「rの音色をした母音」と呼ばれる（竹林・
清水・斎藤 （2013： 86））。この発音は，rの音
が混ざっていることもあり，日本人英語学習者
にとっては発音がかなり難しい母音である。音
声指導としては，唇を少し丸めて「ウー」とい
うつもりで口は広く開けないで準備する。そこ
から「アー」と音を出し，「ウ」と「ア」を同
時に出すイメージを持つ。このように説明はし
たが，実際に繰り返し繰り返し練習し，コツを
つかむのが習得への近道であろう。

（26） /ɚː/の単語例
girl /ˈgɚːl/, turn /ˈtɚːn/, serve /ˈsɚːv/, earth /ˈɚːθ/
など

最後に，これら 2つの音を発音する際に，
日本人学習者がよく間違える単語を示しておき
たい。

（27） /ɑɚ/と /ɚː/の発音の際に見られる間違い例
① heardをhardのように/ɑɚ/と発音，もしくは，
「ハード」と発音する。
② birdを「バード」と「アー」を入れて発音
する。

③ heardとheartの発音がどっちがどっちか混
乱する。

④ workを /ɑɚ/の発音で，もしくは，「ワーク」
と発音する。

（27）に示したカタカナ語が入るのは，それを
日本語としてよく用いているからである（例え
ば，「ちょっとこの練習ハードすぎる」，「漢字
のワークやりましょう（練習用のドリルを意味
するワークのこと）」など）。それゆえ，教員は
正確な知識を持って，指導できるようにしなけ
ればならない。

5. アクセント
アクセントとは単語や句や文の中にある特
定の音節に付与される際立った強さ，もしく
は，高さのことである。それには，大きく分け
て 2種類のアクセント，すなわち，強勢アク
セント （stress accent）と高低アクセント （pitch 
accent）が存在する。このアクセントついても，
日本語と英語では性質が異なっていることも注
意しなければならない。特に教員はその異なる
性質を理解した上で，アクセントの指導を行っ
ていくことが必要である。本節では，日英語の
アクセントの性質について説明し，次に英語の
文レベルでのアクセントについて指導上の観点
から必要なことをまとめてみたい。

5.1. 日英語のアクセント
英語は強勢アクセントを持つ言語である。強
勢が置かれる音節の母音が強く発音される。
一般的に英語の語レベルでのアクセントには
2種類，強アクセントと弱アクセントとがあ
り，さらに前者には第 1アクセント （primary 
accent） と第 2アクセント （secondary accent） 
がある（15）。辞書には，第 1アクセントは「´」，
第 2アクセントは「 ` 」の記号が付けられて
いる。例えば，newspaperの発音記号は /n（j）
úːzpèɪpər/と記され，最初の音節が第 2アクセ
ント，第 2音節が第 1アクセントである。
一方，日本語は高低アクセントを持つ言語で
ある。音節と音節の間で音との高低によってア
クセントを表す特徴を持っている。英語と違っ
て，音が高い音節が強く発音されることはな
い。例えば，「雨」は「あ」が高く，「め」が低い。
「飴」は「あ」が低く，「め」が高い。日本人で
あれば，「雨」の「あ」を強く発音して，「あめ」
とも言わないし，「あめ（高高）」のように，両
方とも高く発音することもしない。
したがって，英語と日本語のアクセントの特
徴は異なっているため，教員はこのことを理解
し，指導に結びつけなければならない。正確な
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英語のアクセントを身につけるには，発音練
習，繰り返し，アクセントパターン（16）の指導
などを取り入れていく地道な訓練が必要であ
ろう。

5.2. アクセントを指導する意義
ここでは，アクセントを指導する（または，
学習する）意義について考えてみたい。前節で
も述べたが，英語アクセントで重要なことは，
音声的にはその部分を強く発音することを理解
することである。そういった音声面以外では，
次のような利点があると考える。

（28） 英語アクセントを指導する利点
① 品詞の識別
② 意味の区別

まず，①品詞の識別について説明してみた
い。これは語アクセントと関係する。語の中に
はアクセントの位置によって品詞が変化するも
のもある。学習者はこのことを習得することに
より，それが英語の 4技能，特に，リスニン
グやスピーキングのスキルの向上につながって
いくことが考えられる。次の例を見てみよう。

（29）a. récord（名詞）recórd（動詞）（=（1）と同じ）
 b. cóntract（名詞） contráct（動詞）
 c. íncrease（名詞）incréase（動詞）

（29）で挙げた語は名詞は前に，動詞は後ろに
アクセントが置かれる（17）。このようなことも
知識として学習者に与えることによって，学
習の幅が広がっていく。知識を身につけさせ
ることは重要であることは言うまでもないが，
（29a）や（29b）のペアに限っては発音の仕方
さえも , 微妙であるが異なっていることを意識
しなければならない。recordについて，名詞で
あれば，reにアクセントがあり，reは /rɛ/と強
く発音される。動詞であれば，reにはアクセン

トがなく，reは /rɪ/となり，明らかに異なる。
また，cordの部分にしても名詞では若干伸ばし
て発音するが，動詞の場合は明確に伸ばして発
音する（18）。
次に，②意味の区別について説明する。こ
れは句アクセントと複合語アクセントに関係
している。句とは 2つ以上の語が並んででき
たもの （例えば，hot coffeeなど）を表し，複
合語とは， 2つ（以上）の単語が密接に結び
ついて 1つの語のようにまとまったもの （例え
ば，blackboardなど）を表す（竹林・清水・斎
藤 （2013： 124-126））。ここからは説明の都合
上，前に来る語を第 1要素，次に来る語を第
2要素と呼ぶ。句アクセントの場合は第 1要
素，第 2要素ともに第 1アクセントで発音さ
れるが，複合語の場合は第 1要素に第 1アク
セントが置かれ，第 2要素には第 2アクセン
トが付き，また意味も異なってくる。例を見て
みよう。

（30） 句と複合語で対になっているペア

（31） 複合語の例
airport, honeymoon, grandfather, police station

（30）と（31）が示すように，複合語ではアクセ
ントは前に置かれる（19）。また，そのアクセン
トの位置で語の意味も変わってくるので，発音
練習などでは注意が必要である。
日本人英語学習者にとっては，慣れないうち
は聞き取りのレベルでは区別しにくいため，文
字として理解する際，あるいは，語を発音する
場合に気をつけていくしかない。例えば，教員

句アクセント 複合語アクセント
black board（黒い板）
green house（緑の家）
dark room（暗い部屋）
white house（白い家）

blackboard（黒板）
greenhouse（温室）
darkroom（暗室）
the White House（大統領
官邸）

※第 1アクセントを太字と下線の両方で示す
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はgrandfatherやpolice stationの後ろの語を誤っ
て強く発音してはならない（20）。また，発音練
習を重ねて，身につけていくことが重要で，そ
れによって，音のリズムをつかむことが習得へ
の近道である。

5.3. 英語の文レベルでのアクセント
本節では，英語の文中の語に置かれるアクセ
ントについて考えてみたい。そのアクセント
は文アクセント （sentence accent）と呼ばれて
いる。この文アクセントを考える際に重要な
キーワードは内容語 （content word） と機能語 
（function word） である。内容語は意味内容を
伝える語であり，機能語とは内容語に伴って文
法的な役割を果たす語のことである。（31）は
品詞別にまとめられた内容語と機能語を表して
いる。

（32） 

牧野 （2005： 124）は文中では内容語は基本
的に第 1アクセント（文アクセント）を受け
て語アクセントのパターンをそのまま保ち，一
方機能語は基本的に弱アクセントしか受けな
い（21）と説明している。例外も見られるため，
（32）はあくまでも目安と考えた方がよい。教
員の立場からすると，文アクセントを受けやす
い品詞，それを受けにくい品詞として考えるの
が妥当である。一般的な例を見てみよう。実際
に音読してみるとよくわかる。

（33） 
a. I went to the park with my brother.
b. I can play the piano.

c. She will leave at seven and arrive at eight.
※下線は内容語

どの例文にも言えることだが，全ての語を一
つ一つ強く発音していない。特に日本人英語
学習者はcanやwillを素直にそのまま発音し，/
ˈkæn/や /ˈwɪl/と発音する傾向にあるが，実際
のところ，/kən/や /kn/, /（w）əl/や /l/と発音
するのがこの文における自然な英語の発音と
なる。
文ストレスに関連した内容語と機能語の知識
をどこまで学習者に指導するかは様々な意見が
あるだろう。しかし，教員はこのような知識を
持っていなければならない。その知識を持っ
て，教員が正しく文アクセントを適応し，英語
を発し，学習者はそれを真似て発すれば，十分
な練習にはなる。
正しく英語を発音する，言い換えれば，英語
らしさを持って英語を発音することができれ
ば，それが英語特有のリズムを習得することに
もつながるため，教員には文アクセントの理解
とそれを実践する力が必要となることは明らか
である。

5.4. 英語のリズム
前節で文アクセントをうまく習得することに
よって，英語のリズムの習得にもつながってい
くことを述べた。教員，もしくは，教員志望者
でなくても，これまでの英語学習の中で英語の
リズムはなんとなく身についた感もあるのでは
ないかと思う。本節では，英語のリズムにはど
のような特徴があるのかを説明する。学習者の
視点から考えると，例えば，CDや動画などの
音声を聴いて，真似て練習するということが考
えられるが，教員の視点から考えると，やはり
知っておくべき知識であると考える。
まず，基本的に日本語のリズムと英語のリズ
ムは異なっている。日本語のリズムの基本は音
節である（22）が，英語のリズムの基本はアクセ

内容語 機能語
名詞，形容詞，副詞
動詞，疑問詞，
指示代名詞，数詞，
感嘆詞

冠詞，人称代名詞，
助動詞・be動詞，
前置詞，接続詞，
関係詞，不定形容詞
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ント（強勢）である。英語のリズムの特徴とし
ては，強アクセントがほぼ等しい時間的な間隔
で繰り返される傾向があり，強アクセントに等
時性がある。（竹林・斎藤 （2008： 174）, 牧野 
（2005： 133））。これにより，一定のリズムが
生まれるのである。次の例を見てみよう。実際
に，手でトントンとリズムを取りながら，音読
してみるとよくわかる。

（34） 等時性のリズム
       Cats         　　eat           mice. （ 3音節）
The cats      　will eat the     mice. （ 6音節）
The cats will have eaten the mice. （ 8音節）
 （牧野 （2005： 133）） （下線筆者）

（34）が示していることは，音節の数は様々で
あるが，強音節の数が 3つで，同じであるた
め，文全体の発話時間の長さはほぼ同じにな
る。つまり，文が長くても，リズムは一定で，
強音節以外の弱音節は圧縮されて，短く発音さ
れる。もう一つ例を挙げてみたい。

（35） I went to a store to buy a book today.
・● 　  ・ 　●    ・    ●・● 　 ・●
※・= 弱　●=強を表す

（35）のようにリズムが生まれ，弱く発音する
ところは音がつながったり，短くなったりす
る。to a storeの to aは「トゥー，ア」ではなく，
「（小さく）タ」のように発音される（次の不定
詞の toも同様）。余談だが，日本人は「わたし

はかいものにいった」という日本語を「わたし
はかいものにいった」というようには強弱のリズ
ムでは発声しない。音節ごとに全て強く発声し
ている。このようなことからも日本語のリズム
とは異なっているので，注意は必要である。
これまで英語を上手に話す，読むことにはリ
ズムが関係していることを説明した。リズムは
練習によって，習得していくのが一番で，それ
が英語のコミュニケーションの中で自然にでき
るとより英語らしさが生まれてくる。学習者に
音読させるときも，教員がうまくリズムを取っ
て，手本を示すことが重要である。

6. まとめ
本稿では，音声学的知識を基にした英語教育
における音声指導の在り方について議論をし
た。日本人英語学習者にとって，英語の音声は
母語である日本語と異なる音声体系を持ってい
るため，時に発音することや習得することが困
難なことがある。これを解決するためには，英
語教員が正しい知識を持って，授業の中で音声
を指導することが必要である。母語の干渉につ
いては，言語習得を議論する際によく言われる
ことだが，母語の感覚は捨てることはできな
い。それゆえ，日本語と英語の音声，アクセン
ト，リズムなどの差異を熟知し，学習者に教授
をしなければならない。今回は学習者がよく間
違えるところの子音・母音を中心に取り上げた。
それ以外の音についてはまた別の機会に議論を
してみたい。

注
（1） 本稿では日本人英語学習者とは主に中学生，高校生のことをいう。
（2） 本節では英語の発音記号については国際音声記号（IPA）を用いて表示する。そのため，英和辞典など

との表記とは異なる。
（3） ここでは，基本的な英語の音節構造を提示し，それが閉音節になることを述べている。もちろん，英語

には母音からなる単語も存在する。例えば，a /ə/, eye /ˈaɪ/, I /ˈaɪ/, oh/ˈoʊ/, awe/ˈɔː/などがある（長谷川 （編） 
（2016： 70）など参照）。また，sea/ˈsiː/のような開音節も存在する。
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（4） 同様の指摘は，竹林・清水・斎藤 （2013： 112-113）や眞田 （2019： 41-42）にも見られる。
（5） カタカナ英語と音声の指導に関する詳しい文献は和田 （2015）を参照してもらいたい。
（6） この筆者の考え方については相反する意見も存在する。日本語訛りのあるカタカナ英語（ジャパーニー

ズイングリッシュ）をWorld Englishesの一つと考える立場の研究者たちは反対意見を持つかもしれない。
また，「英語らしく発音するのがめんどくさく，英語嫌いになる学習者が増える」，「内容が伝われば日
本語訛りがある英語でもよい」，「重要なことは伝わること，話す態度であって，発音まで矯正する必要
はない」などの意見もあるだろう。

（7） 舌先を上の歯と下の歯で軽く噛んで発音するという指導方法もある。筆者が子供の頃はそう習った。こ
れも間違いではないようだが，舌をできるだけ前に出して発音させ，/s/と区別するための方法として考
えられたものだと推測できる。

（8） 話し手が発話をする状況から区別できると主張する人もいるであろう。筆者はこのような考えを否定す
るつもりはない。そのように主張する人は「考えよう !」という場面（コンテクスト）で sinkと受け取
る人はいないので，日本語訛りがあったとしても問題ないと主張する人たちであろう。ただ最終的に語
の意味を認識をするのは単語と単語の連結であったり，コンテクストであったりするということは間違
いではない。

（9） これについてはもしかすると例外はあるかもしれない。
（10） 英語科教育法の授業で，履修者にこれら 2つの音を正確に発音できるかどうかを試してみたところ，履

修者全員が発音する際に意識をして，区別はしていた。しかし，どのように指導するかを尋ねてみたと
ころ，すぐには返答できなかった。つまり，発音の区別は重要だが，教える手法については難しさを感
じていることを意味しているのかもしれない。

（11） 厳密には，/l/には，「明るい l （clear l）」と「暗い l （dark l）」の 2種類あるが，本節ではこれらの違いに
ついては説明しない。

（12） /r/の音声指導の説明にはいくつかある。よく言われるのが，「そり舌のR」と「盛り上がりのR」である。
本稿では前者の説明を紹介した（川原 （2018）参照）。また，発音方法については，静 （2019： 110-112）
を参考にした。

（13） 竹林・清水・斎藤 （2013： 75）を参照。
（14） これらは辞書や参考書では，［ɑːr］と［əːr］と表記されることが多い。
（15） もちろん，音節の数によっては第 2アクセントがない場合もある（ex. 1音節の単語）。
（16） 例えば，eeで終わる語はそこにアクセントがある，tionで終わる語はそこにアクセントがあるなど。
（17） 日本の英語教育では，これは「名前動後」とよく言われている。
（18） 眞田 （2019：45）も似たようなことを指摘している。
（19） 形容詞，副詞，動詞として使用される複合語は第 1要素，第 2要素ともに第 1アクセントを持ってい

る。第 2要素の第 1アクセントのところでピッチが著しく下降するため，第 2要素の第 1アクセントの
方がやや強く聞こえる（竹林・清水・斎藤 （2013： 124））。

 例）downstairs, secondhand, broadminded, mass-produceなど
（20） grand fatherと両方第 1アクセントと考えると，全く意味の異なる語になる。これは「祖父」を表さ

ない。
（21） 基本的にはこれでよいが，例外的に弱めの文アクセントを受ける内容語や文アクセントを受ける機能語

の例もある （牧野 （2005： 130）を参照）。本稿では，文アクセントにおける基本事項だけを取り上げる。
（22） 竹林・斎藤 （2008： 174）は日本人は 1つの音節がVだけ（「絵」/e/）でも，CV（「手」/te/）でも，ほぼ

同じ長さで発音し， 2音節は 1音節の 2倍， 3音節では 3倍の長さで発音する傾向があると説明し，日
本語には音節に等時性があることを指摘している。「手」は 1音節であることに対して，「手紙」は 3音
節で 3倍の長さで発音することを例に挙げている。
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